
　コロナ禍を経て､自宅で過ごす時間が増え､ペット
を新しい家族として迎え入れた方も少なくないので
はないでしょうか｡
　動物たちは私たちに幸せや彩りを与えてくれますが､
一方で身勝手な人間により､飼育放棄されたり､
傷つけられてしまうこともあります｡
　9月20日から26日の動物愛護週間に合わせ､
今月号では動物愛護について考えます｡

動
物
と
触
れ
合
う
と
、
心
が
和
ん
だ
り
元
気
に
な
っ
た
り
す
る
。

ペ
ッ
ト
と
の
暮
ら
し
は
、
私
た
ち
の
日
常
に

幸
せ
と
彩
り
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

同
時
に
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
は
、
そ
の
動
物
の

命
を
預
か
る
こ
と
。

飼
い
主
に
は
、
動
物
が
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
、

最
後
ま
で
飼
い
続
け
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
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毎
年
9
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20
日
か
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26
日
は

動
物
愛
護
週
間
で
す
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